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－早． 本調奇．の目的と方法

第 L節 スモ ンの社会的側面と井原地区スモン

ま・ず、本海告書の題で使用した「ス モソの社会的側面Jということの意味を明らかにしておこうo

スモンとは、医学的には、 H肱部症状を伴う脳脊髄炎症 ”という呼称をもっ疾病であるが、社会学

的視点からは、大きく分けて、 2つの片面をもつものと解釈されるであろう。

すなわち、 lつには、スモンとは原因不明、治療法の見込みなし、うつる病気とみなされていた時

期に、何人もの患者を自殺に追いやった疾病である。 2つには、原因として整腸剤キノホルムがきわ

めて有力とみなされるよう になってから、原因を確定するための研究者の動きに遅れが見えるように

なり、 患者の焦りと苦痛を増大させている疾病であるo

スモンの場合は他のいわゆる H 難病 ”とくらべて研究者の関心は高いのだが、感染説からキノホノレ

ム説に比喧がうつった 4 6年 3月のスモン調主研究協議会総会以後、同協議会は、部会形式をとって

他部会の研究者に非公団で却会を｜明いた り、 原悶確定に必要な岡山県井原地区の調査を中々実施しな

か1 たりなど、非常に1!！屯な様子を示すようになったU

スモンの；I.会的側1f11としては、このように．大学ほか研究 ・医療機関の原因究明がおくれている

ことの背j止を分析し．原因究明 ・治療法確立の遅延がいかに患者に影響したかを分析することが、ま

ず ·fi:~t/.i: 原閃であるヲ第二に ． 散発のころから多発の時期を経て激減する各段階で、これらの機関は

じめ、政府や!"I治体、報道機関、患者をとりまく地域社会などがスモンにどう対応し、それが、患者

にb、かなる収仰を与えたか．店、若ーの対応はいかなるものか、そして、それらすべての対応の背景はど

のよ〕なものかという分桁も必要であるo それらの分析を通じて、スモン対策が停滞している現状を

打開するために、fnfがなされなければいけないかということも明らかにされるであろうD

つぎに．今Lui、調介．士、I敏とした附山県井原地反を．われわれが、全国のスモン発生地の中に、どう

位ii'i.つけているのかを述べておこう《

この地l>(!J. 3 oft：町1にスモン店、丹治：初発したとされるが、 42年には爆発的に多発し、この傾向

が I1 1！：・"j'：則まで続いて著名なスモン多発地とな ＂Jたυ われわれは、前年度は、この地区と、これも

初！山内、？とで知lられた均玉県J; IJI地｜ベを調子仁したが、両地区は、スモ ン多発地というこ とでは共通し

ていf（から、伝的建IXJゃ｜見j係大学医＇'f：＇郁の対応のしかたでは対照的な相違を示していた。埼玉では、

スモンiよ ：.＇..~ －~＂：~，トでないとしたのに対し 、 附山では、 ウイルスが原因として、積極的に感染予防策の必

法t'I・.な川いている，jj:llj＼地｜メ：は、 fliJじり，1，内の湯原地｜メ：と花んで、ウイルス説主張者の重要な事例地の

lつとなり 、r.lriIii¥ J也lベヵ：位学的にはキノホルムで説明がつきそうになった今日（ 4 6年 9月 16日現

作 ）も．よだ．ウイルス説の打力な根拠地とされているo

Jl:ii;u也f.｛で光州した忠丹の大，：m分が受診している医療機関は井原市内の公立病院で、スモン多発時
には.iノ、・1:ン州院 Jと支でぶわれたほど、店、行が多く集ま..，た病院であるo この病院は、院長はじ
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め医師の多くが、県内の岡山大学産学部の出身者で占められ、とくに同病院内科に対する同大学の第

一内科教室の人事権は強いと云われる。その教室の助教授が、同病院の症例をもとにして、現在、な

お、強く、ウイルス説を主張しているのであるo

井原地区は、このように、1つには、感染説が流されたスモン多発地の代表的地域であるという点

において、また、 2つには、 そのためにキノホルムがスモンの原因と確定できないと8れる有力な地

区である点において、全国のスモン発生地の中で特徴的な位置を占めるのである《

この井原地区を、われわれが調査対象地として選定した主要な理由は、上述のような位！買を占め、

上述のような役割を果している井原地区スモンの社会的側面を分析すれば、現在、この地区がウイル

ス説の論拠とされていることが大きな原因で停滞しているスモン対策を促進する上で有用なことがあ

るかもしれないと考えたことにある。

本年2月に実施した前回調査で、われわれは、患者が、上述の公立病院について 「投薬量が他の医

療機関にくらべて極めて多い」「非常に軽症で入院させるが入院している聞に悪化する」「検査でよ

く事故が起きる」「病院に行くと何でもスモンにさせられる」などと訴えるのを頻繁に経験 したo こ

の患者の声も 、われわれにこの地区の再調査の実施を迫ったのである。

井原地区を選定した主要な理由は以上のようなものであるが、そのほかにも、昨年度に実施したこ

の地区の患者の生活実態と意識調査の追跡調査を行いたいことや、 もともと、第2年度は、患者だけ

でなく 、患者をとりまく社会に重点をおいた調査を実施する方針であったなどの理由もあって、継続

調査をするならばこの地区が適当ということになったのである。

第 2節 調査の方法と報告書の構成

調査の方法としては、当初は、調査対象者に対する聞きとりと、病院や市当局関係の資料の入手と

を同じ位の比率で考えていたが、井原市長が市民病院と市当局に対するわれわれの調査をことわると

いう意志を表明したため、その関係の資料の入手は、ほとんど締めなければならなかった。そこで、

予定を変更して関取部分を多くし、 資料と しては、市当局や病院によらずに入手できるものは可能な

限り集めたo このため、カルテやレセブトなど、病院から入手したいと当初考えた資料も、その後、

少数ではあるが、他の経路で入手でき、分析に使用するのに間に合った。 しかし、それも、十分な数

ではなかったことから、本報告書の中で、本来なら、そうした第一次資料で分析すべきところを、や

むを得ず、研究者の論文で説明した箇所が大きな比重をしめるということになっているO 第 1篇が、

それにあたるD

報告書の本論は 2篇からなり、ここに述べた 3章まででは、井原地区スモンが多発した要因とその背景

の分析に重点をおき、市民病院や市民病院と関係の深い岡山大学医学部の医療従事者のスモンに対す

る対応のしかた、この地区の症例をもとにして現在もウイルス説が主彊されている背景を報告するo

;:. 2篇では．井原地区の社会的特質とその中における行政体や市上層部のスモンに対する対応、

さらにそうした支配構造の中で、市民やスモン患者が、スモンのことでどう行動し、そ．れがスモン対

策にどう反映したかなどを分析する。

-7-



第 1篇で指摘される井原地区スモン多発の実態とその背景については、第 2篇で示される井原地域

の社会的特性と関連させることで、より理解が深まるものと考えるo
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